（様式６）

駐車場法の技術的基準チェックシート［必須項目］   　　　　　駐車場の名称　　　　　　　　　　　　　　
	駐車場法施行令

	出入口　

(施行令第7条)
	道路交通法第44条関係
	□ 軌道敷内、坂の頂上付近、勾配の急な坂に設けていないか

	
	
	□ トンネルに設けていないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	
	□ 交差点の側端から5ｍ以内でないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	
	□ 道路のまがりかどから5ｍ以内でないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	
	□ 横断歩道または自転車横断帯の側端から前後5ｍ以内でないか

	
	
	□ 安全地帯の範囲から前後10ｍ以内でないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	
	□ バスの停留所、標示柱、標示板から10ｍ以内でないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	
	□ 踏切の側端から前後10ｍ以内でないか

	
	□ 横断歩道橋（地下横断歩道を含む）の昇降口から5ｍ以内でないか

	
	□ 小学校、盲学校、聾学校、養護学校、幼稚園、保育所、知的障害児通園施設、肢体不自由児通園施設、情緒障害児短期治療施設、児童公園、児童遊園、もしくは児童館の出入口から20ｍ以内でないか

	
	□ 橋に設けていないか（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	□ 接続する道路の幅員が6ｍ以上か（　　　ｍ）（国土交通大臣が認めたものは除く）

	
	□ 接続する道路の縦断勾配が10％以下か（　　　％）

	
	□ 前面道路が2以上ある場合、自動車交通に支障を及ぼすおそれの少ない道路に設けているか（歩行者の通行に著しい支障を及ぼすおそれがある場合などは除く）

	
	□ 駐車の用に供する部分の面積が6,000㎡以上の場合、出入口を分離し、それらの間隔が10ｍ以上あるか（前面道路に中央分離帯等がある場合を除く）

	
	□ 出入口において自動車の回転を容易にするため必要がある場合、1.5ｍ以上の隅切りがあるか

	
	□ 出口から2ｍ【1.3ｍ】後退した車路の中心線上1.4ｍの高さで左右60°以上見渡せ、歩行者等視認できるか

（参考：出口から2ｍ後退し視認できる出口幅＝一方通行で約6.9ｍ以上・相互通行で約9.7ｍ以上）

※特定自動二輪車専用の駐車場の場合は、【　】内の数値とする

	車路　　

(施行令第8条)
	□ 車路の幅員が5.5ｍ【3.5ｍ】以上あるか（一方通行は3.5ｍ【2.25ｍ】以上、駐車料金の徴収施設が設置されており歩行路の兼用しない箇所については、2.75ｍ【1.75ｍ】以上）

※特定自動二輪車専用の駐車場の場合は、【　】内の数値とする


駐車場法の技術的基準チェックシート［建築物の場合］　　　　　駐車場の名称　　　　　　　　　　　　　　

	駐車場法施行令

	車路　　

(施行令第8条)
	□ 車路の梁下高（配管、照明、標識等を含む）が2.3ｍ以上あるか（　　　ｍ）

	
	□ 屈曲部において、5.0ｍ【3.0ｍ】以上の内法半径を確保しているか

※特定自動二輪車専用の駐車場の場合は、【　】内の数値とする

	
	□ 傾斜部において、縦断勾配が17％以下で、粗面または滑りにくい材料を使用しているか（　　　％）

	車室　　

(施行令第9条)
	□ 駐車の用に供する部分（車室）の梁下高が2.1ｍ以上あるか（　　　ｍ）

	避難階段

(施行令第10条)
	□ 直接地上へ通ずる出入口のない階には、建築基準法施行令に規定する避難階段または設備を設けているか

	防火区画

(施行令第11条)
	□ 給油所その他の火災の危険がある施設を附置する場合、耐火構造の壁または特定防火設備で区画しているか

	換気装置

(施行令第12条)
	□ 駐車場の床面積1㎡当たり毎時14㎥の換気能力があるか　
（※床面積は、駐車の用に供する部分(車室)のみならず、車路やスロープ等の部分を含む面積）
又は、換気に有効な開口部の面積がその階の床面積の1／10以上あるか

	照明装置

(施行令第13条)
	□ 車路の路面において、10ルックス以上の照明装置を設けているか（屋上を含む）

	
	□ 車室の床面において、2ルックス以上の照明装置を設けているか（屋上を含む）

	警報装置

(施行令第14条)
	□ 自動車の出入りおよび道路交通の安全確保のために必要な警報装置を設けているか

	特殊の装置

(施行令第15条)
	□ 特殊の装置を用いる場合、国土交通大臣の認定があるか
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